
東北農業研究 (Tohoku Agric Res)53. 17-18(2000)

「あきた39」 ,「でわひかり」,「ひとめぼれ」の窒素吸収パターンの作成
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1 は じ め に

秋田県では,既にあきたこまちを用いた生育栄養診断プ
ログラムを構築している ヽ あきた39。 でわひかり。ひと

めばれについて本プログラムを応用するためは,それぞれ

の品種について日標収量の時期別窒素吸収量,窒素吸収パ

ターン,窒素吸収量推定式のパラメータ等を決定する必要

がある。ここではあきた39は75kg/a,で わひかりは69贈

/a,ひ とめばれは63kg/aを目標収量として,各品種の
窒素吸収パターンを作成した。

2試 験 方 法

0)試験年次及びデータ例数
あきた39(1985～ 97年)40例 ,でわひかり (1993-97年 )

59例 .ひとめばれ (1996～98年)"例のデータを用い解析
した。また,あ きたこまち (1987～98年)144例 のデータ

は参考として載せた。

●)試験場所 ,旧秋田県農業試験場 (秋田市)

0)苗  質 ;中苗
14)施肥体系

基肥に速効性の化成肥料を用い,追肥に硫安を使用。無

肥料や.堆肥,側条施肥を利用したデータも含む。

3 試験結果及び考察

(1)収量及び収量構成要素

目標収量の±3 0kg/aの範囲内にあるデータを選択 し
,

収量,有効茎歩合及び収量構成要素の平均値を表 1に示 し

た。その範囲内にあるデータ数は,あ きた39が40例中11例 ,

でわひかりが59例中11例 ,ひ とめばれが54例中26例であっ

た。それぞれの玄米重はほぼ日標収景どおりであり,あ き

た39が75 9kg/a,でわひかりが70 3kg/a,ひ とめばれが

62 9kg/aであった。

収量構成要素を品種別にみると,あ きた39は全粒数が46

千粒を越え非常に多く,穂数よりも一穂粒数に依存してい

た。登熟歩合は全粒数が多いことから低 ドした。

でわひかりは全粒数が40千粒を越え, 穂粒数よりも穂

表 1 各品種の収量及び収量構成要素

品  種     (kg/a)     (kg/a) (本 /ピ)     (千 粒/nf) %   (g)
あ   き    オ

=   39       750       11      759       479       969       464       750       21 8
で わ ひ か り 690       11      703 505        809       40 7       79 8 21 6
ひ と め ば れ    630
あきたこまち (参つ     630

26      629       472

35       62 6        454

670       31 6       853       233

747 338       855       21 8
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図 1 日標収量水準の窒素吸収量の推移
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図 3 各品種の目標収量水準の窒素吸収パターン

数に依存していた。他の品種と比較して千粒重はやや低かっ

た。

ひとめばれは全粒数が約32千粒で,同 じ目標収量である

あきたこまちに比較すると,一穂粒数よりも穂数に依存 じ

ていた。また.登熟歩合が高く,千粒重はあきた39,でわ

ひかりよりも15g以 上重かった。

12)時期別窒素吸収量

目標収量を得るための各品種の時期別窒素吸収量は図 1

のように推移した。

でわひかりは有効茎決定期 (6月 25日頃)ま での窒素吸

収量があきた39,ひ とめばれよりも多かった。これはこの

時期の茎数があきた39,ひ とめばれの茎数よりも,100本

/nf以上多いことによると考えられた (図 2)。

最高分げつ期 (7月 5日 頃)か ら幼穂形成期 (以下,幼

形期)ま での窒素吸収量は,あ きた39とでわひかりはほぼ

等しかった。減数分裂期 (以下,減分期)以降,でわひか

りと比較してあきた39は l kg/10a以上窒素吸収量が多く

推移した。

ひとめばれは目標収量が等しいあきたこまちに比較する

と,幼形期にやや窒素吸収量が少ないものの,全期間にお

いてはぼ等しい窒素吸収量で推移した。

13)窒素吸収パターン

各品種の目標収量別の窒素吸収量に対する各生育ステー

ジ毎の吸収割合を窒素吸収パターンとして図 3に示した。

多収を目標とするあきた39,でわひかりの窒素吸収量割合

は幼形期までに概ね60%と なるが,あ きた39と比較してで

わひかりは生育初期の窒素吸収割合が多く,有効茎数の確

保に利用されたものと考えられた。一方,良食味安定生産

を目標とするひとめばれの窒素吸収割合は幼形期までに概

ね50%であつた。

幼形期から出穂期までの窒素吸収割合はあきた39カお4%,

でわひかりが28%,ひ とめばれは40%であった。

出穂期以降の割合は各品種とも同程度であった。

4 ま  と  め

(D 早生品種のでわひかりは基肥に依存する割合が高く,

日標収量を得るためには,6月 25日 までの窒素吸収割合を

高め,初期茎数を確保することが重要である。

2)中生品種のあきた39は目標収量を得るためには,最
高分げつ期頃の 7月 6日 から幼穂形成期にかけての室素吸

収割合を高め,一穂粒数を多くし全粒数を多く確保するこ

とが重要である。

3)中生の晩生品種のひとめばれは,基肥にはあまり依
存せず過剰な生育を抑え,幼形期以降の追肥により、幼形

期から減分期の室素吸収割合を高め,有効茎歩合を高くし,

登熟歩合や千粒重を高めることが重要である。
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